
農業委員会だより
第1１号　平成28年8月　編集発行　安中市農業委員会　382－1111 （内線1452）

（１）平成２８年８月 第 11号農 業 委 員 会 だ よ り

安
中
市
農
業
委
員
会

会

　長

中

　島

　武

　司

会
　

長
　

あ
　

い
　

さ
　

つ

　
青
田
波
に
今
年
の
実
り
を
期
待
す
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
�
農
家
の
皆
様

に
は
�
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
�

　
安
中
市
農
業
委
員
任
期
満
了
及
び
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部

改
正
︵
平
成
28
年
４
月
１
日
施
行
︶
に
伴
い
�
今
ま
で
の
農
業
委
員
の
公
選

制
が
廃
止
さ
れ
�
市
長
任
命
に
よ
り
新
た
に
17
名
の
農
業
委
員
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
�

　
平
成
28
年
度
最
初
の
農
業
委
員
会
総
会
に
お
い
て
�
農
業
委
員
の
推
挙
を

い
た
だ
き
�
会
長
に
就
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
�
大
変
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
�
ま
た
�
会
長
職
務
代
理
に
は
白
石
力
委
員
が
就
任
い
た
し
ま

し
た
�

　
な
お
�
現
場
活
動
を
積
極
的
に
行
な
う
た
め
�
今
回
の
一
部
改
正
に
よ
り
�

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
新
設
さ
れ
�
会
長
と
し
て
17
名
を
委
嘱
し
ま

し
た
�
共
々
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
�

　
戦
後
�
農
地
改
革
が
行
な
わ
れ
�
自
ら
が
耕
作
を
し
�
国
民
の
食
料
供
給

を
担
�
て
来
ま
し
た
�
し
か
し
工
業
化
が
進
み
�
今
や
世
界
第
３
位
の
経
済

大
国
と
な
る
一
方
�
食
料
自
給
率
は
39
％
に
低
下
し
ま
し
た
�
農
業
は
後
継

者
不
足
や
耕
作
者
の
高
齢
化
な
ど
の
要
因
に
よ
り
�
耕
作
放
棄
地
が
拡
大
し
�

大
変
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
�
て
い
ま
す
�
そ
の
た
め
�
国
に
お
い
て
も
�

こ
れ
ら
の
問
題
を
改
善
す
る
た
め
国
土
の
保
全
�
国
益
増
強
を
得
る
改
正
農

地
法
を
行
い
ま
し
た
�
農
業
は
国
の
最
重
要
産
業
の
一
つ
で
す
�
私
達
委
員

は
こ
の
掛
け
替
え
の
な
い
優
良
農
地
を
守
り
�
新
規
就
農
者
や
担
い
手
に
斡

旋
を
推
進
し
な
が
ら
�
転
用
等
の
法
令
業
務
に
邁
進
し
た
い
と
思
�
て
お
り

ま
す
�
今
後
と
も
委
員
が
一
丸
と
な
�
て
農
業
振
興
に
取
組
ん
で
ま
い
る
所

存
で
す
の
で
�
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
�
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
�



農 業 委 員 の 紹 介
平成28年４月１日から平成31年３月31日の３年間、新たに農業委員となりました。

佐
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　克
彦
（
磯
部
）

竹
内

　佳
重
（
磯
部
）

清
水

　尚
幸
（
原
市
）

会
長

中
島

　武
司
（
安
中
）

磯
貝

　俊
夫
（
秋
間
）

内
田

　忠
雄
（
板
鼻
）

職
務
代
理

白
石

　
　力
（
岩
野
谷
）

宮
口

　太
郎
（
東
横
野
）

中
島

　吉
久
（
臼
井
）

橋
本

　一
男
（
松
井
田
）

上
原

　正
孝
（
後
閑
）

上
原

　恵
美
子
（
後
閑
）

上
原

　一
夫
（
細
野
）

柳
澤
今
朝
孝
（
九
十
九
）

小
井
圡
政
世
（
西
横
野
）

佐
藤

　
　功
（
坂
本
）

金
井

　和
夫
（
細
野
）

『
農
地
の
転
用
・
売
買
な
ど
に

は
農
地
法
の
許
可
が
必
要
で

す
。
』

　農
地
法
に
よ
る
許
可
申
請
受

付
締
切
は
毎
月
10
日
（
休
日
の

場
合
は
翌
開
庁
日
）
で
す
。
閉

庁
日
を
除
い
て
申
請
受
付
出
来

ま
す
の
で
早
め
の
申
請
を
お
願

い
し
ま
す
。

　ま
た
、
農
地
転
用
許
可
後
に

進
捗
状
況
報
告
及
び
事
業
完
了

報
告
の
義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
、

報
告
書
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

『
農
地
を
相
続
し
た
場
合
に
は

農
業
委
員
会
へ
の
届
出
が
必
要

で
す
。
』

　相
続
で
農
地
の
権
利
を
取
得

し
た
場
合
に
は
、
農
業
委
員
会

へ
届
出
の
義
務
が
あ
り
ま
す
の

で
、
届
出
書
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

　平成２８年８月（２）農業委員会だより第11号（３）平成２８年８月 第 11号農 業 委 員 会 だ よ り

農地利用最適化推進委員の紹介
平成２８年４月４日から平成３１年３月３１日の３年間、新たに農地利用最適化推進委員となりました。
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澤

　和
雄
（
安
中
）

中
島
良
農
夫
（
板
鼻
）

志
村

　正
巳
（
岩
野
谷
）

佐
藤

　
　昇
（
東
横
野
）

高
瀬

　淳
一
（
東
横
野
）

武
井

　正
夫
（
臼
井
）

鍋
島

　義
明
（
松
井
田
）

鬼
形

　明
房
（
後
閑
）

小
林

　明
男
（
秋
間
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副
委
員
長

小
板
橋
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（
九
十
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飯
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西
横
野
）

大
貫
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野
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浅
野
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史
（
坂
本
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金
井
登
美
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（
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野
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『
適
正
管
理
で
農
地
を
守
り
ま

し
ょ
う
』

　農
地
の
所
有
者
や
権
利
者
は
、

そ
の
農
地
の
適
正
な
管
理
を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
管
理

せ
ず
放
置
す
る
と
、
雑
草
が
繁

殖
し
害
虫
の
温
床
や
鳥
獣
の
す

み
か
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
を
さ

れ
る
な
ど
、
近
隣
農
地
や
住
民

に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
た
と
え
作
付
け
を
行
な

わ
な
い
農
地
で
あ
っ
て
も
、
草

刈
り
な
ど
を
し
て
、
定
期
的
に

適
切
な
農
地
管
理
を
行
い
耕
作

放
棄
地
に
な
ら
な
い
よ
う
、
き

ち
ん
と
管
理
し
て
守
り
ま
し
ょ

う
。　ま

た
、
利
用
状
況
確
認
の
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
及
び
耕
作
さ
れ

て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
農
地
の

所
有
者
へ
、
利
用
意
向
調
査
を

行
な
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。



（３）平成２８年８月 第 11号農 業 委 員 会 だ よ り

農地利用最適化推進委員の紹介
平成２８年４月４日から平成３１年３月３１日の３年間、新たに農地利用最適化推進委員となりました。
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。



　平成２８年８月（４）農業委員会だより第11号

　　
◇
農
業
者
年
金
の
加
入
要
件

　次
の
３
つ
の
要
件
を
満
た
す
人
は
誰
で
も
加
入
で

き
ま
す
。

一
．
年
齢
要
件
・
・
・
・
60
歳
未
満

二
．
国
民
年
金
要
件
・
・
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

　者
三
．
農
業
上
の
要
件
・
・
年
間
60
日
以
上
農
業
に

　従
事

※

農
地
を
所
有
し
て
い
な
い
農
業
者
、
家
族
従
事
者

も
加
入
で
き
ま
す
。

◇
農
業
者
年
金
は
積
立
方
式

　加
入
者
自
ら
支
払
っ
た
保
険
料
が
将
来
の
年
金
給

付
に
使
わ
れ
る
積
立
方
式
年
金
で
す
。
ま
た
、
保
険

料
と
そ
の
運
用
益
に
よ
り
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が

事
後
的
に
決
ま
る
確
定
拠
出
型
の
仕
組
み
で
す
。

　脱
退
も
自
由
で
、
そ
れ
ま
で
に
支
払
っ
た
保
険
料

に
応
じ
た
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
保
険
料
は
自
由
に
選
択

　毎
月
の
保
険
料
は
２
万
円
を
基
本
と
し
、
最
高
６

万
７
千
円
ま
で
千
円
単
位
で
選
択
で
き
る
の
で
、
経

営
の
状
況
や
老
後
設
計
な
ど
に
応
じ
て
い
つ
で
も
見

直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◇
税
制
上
の
優
遇
措
置

一
．
支
払
う
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
の
対

　象
二
．
受
け
と
る
年
金
は
公
的
年
金
等
控
除
が
適
用

三
．
運
用
益
も
非
課
税

﹃
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
�
老
後
に

備
え
ま
し
�
う
！！
﹄ 

﹃
家
族
経
営
協
定
を
結
び
ま
せ
ん
か
？
﹄

﹃
全
国
農
業
新
聞
を
読
み
ま
せ
ん
か
？
﹄

◇
終
身
年
金

　原
則
65
歳
か
ら
「
農
業
者
老
齢
年
金
」
を
受
給
で

き
ま
す
。
仮
に
終
身
年
金
加
入
者
や
受
給
者
が
80
歳

前
に
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
で
も
、
そ
の
時
か
ら
80
歳

ま
で
に
受
け
と
れ
る
は
ず
だ
っ
た
年
金
総
額
の
現
在

価
値
相
当
額
が
「
死
亡
一
時
金
」
と
し
て
遺
族
に
支

払
わ
れ
ま
す
。

※

詳
し
く
は
碓
氷
安
中
農
業
協
同
組
合
東
部
及
び
西

部
支
所
ま
た
は
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で

◇
家
族
経
営
協
定
と
は
？

　家
族
経
営
協
定
と
は
、
経
営
方
針
や
役
割
分
担
、

将
来
の
目
標
な
ど
に
つ
い
て
家
族
間
で
十
分
な
話
し

合
い
に
基
づ
き
、
文
書
に
よ
り
取
り
決
め
る
も
の
で

す
。「
家
族
だ
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
文
書
に
し
な
く
て
も

分
か
り
合
っ
て
い
る
」
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
家
族
全
員
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
決

め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

◇
家
族
経
営
協
定
を
締
結
す
る
目
的
は
何
で

　す
か
？

　家
族
で
農
業
を
営
む
家
族
経
営
は
、
家
族
だ
か
ら

こ
そ
の
良
い
点
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
経
営
と

生
活
の
境
目
が
明
確
で
な
く
、
各
世
帯
員
の
役
割
や

労
働
時
間
、
労
働
報
酬
な
ど
の
就
業
条
件
が
曖
昧
に

な
り
や
す
く
、
そ
こ
か
ら
様
々
な
不
満
や
ス
ト
レ
ス

が
生
ま
れ
が
ち
で
す
。

　農
業
経
営
を
経
営
主
だ
け
で
な
く
、
配
偶
者
や
後

継
者
に
と
っ
て
も
、
魅
力
的
で
や
り
甲
斐
の
あ
る
も

の
に
す
る
た
め
に
は
家
族
み
ん
な
が
主
体
的
に
経
営

に
参
画
で
き
、
意
欲
と
能
力
を
存
分
に
発
揮
で
き
る

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　家
族
経
営
協
定
の
締
結
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
目

指
す
べ
き
農
業
経
営
の
姿
や
、
家
族
み
ん
な
が
意
欲

的
に
働
く
こ
と
が
出
来
る
環
境
整
備
に
つ
い
て
、
家

族
間
で
十
分
に
話
し
合
う
こ
と
が
、
農
業
経
営
の
改

善
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◇
協
定
後
の
メ
リ
ッ
ト

一
．農
業
者
年
金
保
険
料
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

二
．
夫
婦
の
場
合
、
青
年
就
農
給
付
金
の
上
乗
せ
が

　受
け
ら
れ
ま
す
。

三
．
農
業
改
善
資
金
な
ど
の
低
金
利
融
資
を
受
け
ら

　れ
ま
す
。

四
．
共
同
経
営
し
て
い
る
配
偶
者
や
後
継
者
も
認
定

　農
業
者
に
な
れ
ま
す
。

　
　（
メ
リ
ッ
ト
を
受
け
る
に
は
、
一
定
の
条
件
が

　あ
り
ま
す
）

※

詳
し
く
は
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で

農
業
経
営
と
く
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
お
届
け
し
ま

す
。

◇
発
行
日
：
毎
週
金
曜
日

◇
発
行
元
：
全
国
農
業
会
議
所

◇
購
読
料
：
一
ヶ
月
７
０
０
円

※

申
込
は
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で


